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【概要】 

 工事の発注に際しては、共通仕様書を補足し、施工に関する明細又は工事固有の技術的 

要求を定める図書として、特記仕様書を活用しているところですが、業務の効率化・簡素

化を図るため、これまで特記仕様書に記載していた条項の一部を移行して新たに「環境森

林部所管工事共通特記仕様書（以下。共通特記仕様書という。）」を定めることとした。 

 また。「共通特記仕様書」の導入に伴い、入札情報サービスへの添付資料の追加や、入

札公告の「その他」記載事項を省略する。 

 

 

１ 変更のポイント 

 ○特記仕様書の構成 

  （現行）特記仕様書 

  （変更）共通特記仕様書＋特記仕様書 

 

 ○入札情報サービスの添付資料 

  （現行）特記仕様書 

  （変更）特記仕様書＋特記仕様書別表 

 

 ○入札公告でのその他の事項の記載 

  （現行）「地産地消」、「電子納品」、「情報共有システム活用」等の対象を明記 

  （変更）特記仕様書別表に記載されている項目については「その他の事項」から削除 

 

２ 適用 

  令和６年１０月１日以降に公告等を行うものから適用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 共通特記仕様書導入イメージ 



 

特記仕様書　別表

条文

第1-2条

第1-3条

第1-4条

第1-5条

第2-1条

○○○○

○○○○

設計図書による

第2-3条

第3-1条

第3-2条
第3-3条

２５０日間

２５０日間

令和○年○月○日～令和○年○月○日

第4-3条

第4-4条

 第4-5条

第4-6条

 第4-7条

第4-8条

施工箇所　○１

施工箇所　○２

施工箇所　□□

第4-10条

第4-11条

第4-12条

第5-1条 0

第5-2条 六価クロム溶出試験 対象工種名及び検体数

工種 工法 合計

○○工 ○○○工法

○○工 ○○○工法 0検体

第5-2条 タンクリーチング試験 対象工種名及び検体数

工種 工法

○○工 ○○○工法

○○工 ○○○工法

条文

第10節

第11節

第25節

0検体

第4-1条
第4-2条

余裕期間の設定について
全体工期

実工期

余裕期間

第4-9条 施工箇所点在工事について

○（共通仮設費、現場管理費は下記工区毎に算出）

○○工区

□□工区

施工後段階

0検体

三者検討会について

熱中症対策について

○

○

休日の確保について（週休２日）

対象工種

山林砂防工の適用について －

通勤補正の適用について

地域補正（山間僻地）の適用について －

 総合評価落札方式（簡易型）に関する事項

VE提案について

配合設計段階

0検体

0検体

快適トイレの設置について ○

 土石流が発生するおそれのある工事現場の安全対策について ○

環境森林部所管工事共通仕様書

本工事は、環境森林部所管工事共通仕様書の適用工事とする。ただし、下表に示す条文の適用にあたっては『適用』欄に示すとおりとする。

項目 適用

現場環境改善費について ○

現場代理人の兼務について

特例監理技術者の配置について

－

○（任意着手方式）

0検体 0検体

検体数

0検体

－

○（受発注者希望型）ICT活用工事について

CCUSについて

 地域外からの労働者確保に要する間接工事費の設計変更について

○

○

適用

○

第３－３条（兼務を認める）

○

○

○

兼務の対象としない

○

一次下請（県内企業活用）

合計

 品質を証明する書類の提出について

工事名

工事箇所

事務所名

項目
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本工事は、環境森林部所管工事共通特記仕様書の適用工事とする。ただし、下表に示す条文の適用にあたっては『適用』欄に示すとおりとする。

令和○年度復旧治山事業

○○地区

共通特記仕様書

○

工事完成図書の電子納品について

遠隔臨場について

 建設工事における情報共有システムの活用について

現場技術員について

第2-2条
資材の名称

規格

対象数量

 総合評価落札方式における地産地消への取組について



【入札情報サービスのイメージ】 

 

 

【入札公告の例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特記仕様書別表と重複する

項目は削除 


